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＜例言＞

1. 本報告書は、京都大学白眉センターとモンゴル科学アカデミー考古学研究所が実施した発掘調査報告書と
して作成した。発掘調査については、2022 年度白眉プロジェクト研究費で実施した。出土した資料の分
析など、その一部は科学研究費助成事業 若手研究「匈奴 - サルマート期の編年確立を目的とするエニセイ
川上流域の中国系文物の調査」(20K13230) の成果である。

2. 発掘調査報告書の作成にあたり、動物骨を除き、出土した遺物の整理・実測ならびにトレース・写真撮影
はいずれも日本側が行った。

3. 発掘調査報告書の企画・編集は大谷育恵が行った。調査編にあたるⅠ～Ⅳ章は大谷が執筆し、分析編につ
いては、目次記載の著者による。
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